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●●進捗状況進捗状況

既設ダムの再編・運用変更による治水効果を検討既設ダムの再編・運用変更による治水効果を検討

・室生ダム、青蓮寺ダム、比奈知ダム・室生ダム、青蓮寺ダム、比奈知ダム

検討内容：検討内容：

室生ダムは（下流の河川改修を前提下流の河川改修を前提）放流量の引き上げを行い、青蓮寺ダムと同
様の安全度まで向上させる。比奈知ダムは室生ダムが洪水調節容量を使い切った
段階で洪水調節容量に余裕があったため、最大放流量を下げることにより、室生ダ
ムでの放流量増分を補完し、名張川河川改修規模を極小化する。青蓮寺ダムは各
ダムの安全度のバランスを考慮し、現行どおりとする。以上の操作規則改定を仮に操作規則改定を仮に
行うことでダム間の治水安全度バランスが取れるとともに下流域の治水安全度の向行うことでダム間の治水安全度バランスが取れるとともに下流域の治水安全度の向
上が図れることがわかった。上が図れることがわかった。

宇陀川と名張川における河道改修の進捗の遅れにより、名張川上流３ダム（室生、
青蓮寺、比奈知）は見直した洪水調節操作を余儀なくされている見直した洪水調節操作を余儀なくされている。そのため、約1/30
年規模以下の洪水までしか洪水調節効果が十分に発揮されていない。また、室生ダ
ムが洪水調節容量を使い切った段階で比奈知、青蓮寺両ダムは洪水調節容量を残
している。このバランスを良くすることで、中小洪水時での計画量以上の放流を出来
る限り無くして、より大きな洪水に対してもダム群として洪水調節能力を発揮できるよ
う検討する。

検討結果：検討結果：

・・既設ダムの運用変更の検討既設ダムの運用変更の検討
・・浸水被害の軽減効果浸水被害の軽減効果
・・下流への影響下流への影響
・事業費、工期・事業費、工期
・関係者等とのアロケの検討・関係者等とのアロケの検討

（既設ダムの運用変更による治水機能の向上）（既設ダムの運用変更による治水機能の向上）
淀川水系で、ダム運用変更の効用が高い木津川水系ダム群の室生、青
蓮寺、比奈知ダムにおいて、まずは検討を行った。

・その他・その他
上記以外の既設ダムの運用変更による治水機能の向上については今後着手予定。

●●今後の見通し今後の見通し
・名張川筋ダム群に関して昭和３４年台風１５号以外の洪水に対しても最適な洪水調節
の検討や、河川改修の進捗に合わせた操作規則の運用変更の検討をおこなう。
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